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＾
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糧
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鷲
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2021年 (令 和3年 )3月 2日 、第一体育館 にて

「校歌レリーフ」の除幕式を行 いました。

レリーフは香川県産のヒノキ、校名部分は学校

林産のヒノキを使っています。校歌は、書道家の

藤井翔夢さん(三高39回卒)よ り揮宅していただき

ました。
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同
窓
会
活
動
の
変
革

大

中

一一一
高

△
〓

会
長

名

渕

早薫

含
二
呂
２４

会
員
の
皆
様
に
は
、
母
校
の
同
窓
会
活
動
に

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、が
」協
力
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
中
し
上
げ
ま
す
ｃ

昨
今
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
、
異
常
気
象
に
よ
る
甚
大
な
災
害
が
続
き
、

国
内
外
の
予
期
せ
ぬ
情
勢
変
化
と
と
も
に
、

生
活
、
経
済
に
お
い
て
不
安
な
日
々
も
続
い
て

お
り
ま
す
。

一
方
、
学
校
に
お
い
て
は
半
世
紀
ぶ
り
に
新

築
さ
れ
ま
し
た
新
校
舎
、新
体
育
館
も
緑
深
い

校
庭
と
な
つ
か
し
い
旧
（現
第
一
こ
体
育
館
、
百

周
年
記
念
館
等
が
溶
け
込
み
、落
ち
着
い
た
件

ま
い
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
、び
フ
リ
ン
ピ
ツ
ク

も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
日
本
選
手
の
多
数
の
メ
ダ
リ

ス
ト
が
生
ま
れ
、
そ
の
活
躍
に
沸
き
ま
し
た
っ

同
窓
会
の
中
か
ら
も
か
つ
て
６
名
が
出
場
さ

れ
、そ
の
中
で
も
浜
口
喜
博
氏
（大
中
４０
回
、
男

木
島
出
身
）
が
、１
９
５
２
年
の
へ
″
ン
ン
キ
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
８
０
０
ｍ
男
子
自
由
形
リ
レ
ー
で
２
着

と
な
り
、銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の

折
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
本
校
生
徒
１８
名
が

参
加
し
、
私
も
当
時
白
鳥
本
町
小
学
校
の
４

年
生
で
、
国
道
１１
号
よ
り
日
の
九
の
手
旗
を
振

っ
た
こ
と
が
、朧
げ
な
が
ら
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

本
会
理
事
会
も
７
月
末
に
開
催
し
、多
数
の

理
事
の
出
席
の
下
、将
来
に
，同
け
た
財
務
面
の

改
革
、
地
区
別
の
役
員
か
ら
若
い
世
代
、
女
性

役
員
の
増
員
に
向
け
て
、
ま
す
業
年
度
別
構
成
ヘ

の
役
員
改
選
等
が
承
認
さ
れ
、新
た
な
同
窓
会

活
動
の
活
性
化
に
向
け
て
歩
み
出
し
ま
し
た
．

ま
た
、香
川
県
内
の
公
立
高
校
の
同
窓
会
を

対
象
と
す
る
香
川
県
公
立
高
等
学
校
同
窓
会

協
議
会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
窓
会
運

営
の
情
報
交
換
、事
務
効
率
化
等
各
種
事
業

を
行
う
予
定
で
、本
会
も
加
入
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
．
県
内
各
校
の
同
窓
会
の
課
題
、
運

営
の
あ
り
方
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、ム
７
後
に

役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
少
子
化
に
よ
る
急
激
な
生
徒
数
の

減
少
に
よ
る
学
校
運
営
、将
来
の
本
会
の
あ
り

方
等
の
課
題
も
多
く
、新
た
な
取
組
み
に
よ
る

変
革
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
し

て
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
母
校
の
維
持
、
発
展

に
向
け
て
、
更
な
る
支
援
が
必
要
な
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

１１
月
６
日
に
は
大
中
三
高
会
総
会
、懇
親
会

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
残
念
で
す
が
延
期
す
る
こ
ル
ア
」な
り
、
ま

た
開
催
目
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し

た
い
と
思
い
ま
す
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
●

大
中
三
高
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

三
本
松
高
校
の
教
育
活
動
に
ご
支
援
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
い
で
」い
ま
す
。
改
め
て
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
ｃ
今
年
度
も
教
育
活

動
を
進
め
て
い
く
上
で
は
厳
し
い
社
会
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
安
全
を
確
保
し
つ
つ
そ
の
中

で
で
き
る
最
大
限
の
活
動
を
進
め
る
べ
く
生
徒

職
員
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
ｃ

百
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
校
歌
レ

リ
ー
フ
を
３
月
に
新
体
育
館
に
掲
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
が
」支
援
を
頂
き
あ
り
が
と

よヽ

」ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
百
二
十
周
年
記
念
誌

「
『
”
〇
〓
　
↓
〇
”
＞
〓
＞
”
Ｃ
」
を
発
刊
し
、歴

史
を
踏
ま
え
つ
つ
未
来
を
見
据
え
、
〓
吾
向
の
良

さ
と
魅
力
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
の
編
集
を
し
ま
し
た
。
が
こ
見
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

百
二
十
周
年
は
、
ン」れ
か
ら
の
二
本
松
高
校

の
在
り
方
を
考
え
、新
た
な
時
代
に
望
ま
れ
る

生
徒
育
成
の
方
向
性
を
定
め
て
い
く
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。
予
測
が
難
し
い
時
代
で
は
あ
り

ま
す
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
た
く
ま
し
く

力
を
発
揮
で
き
る
柔
軟
性
の
あ
る
人
の
育
成

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
物
質
的
に
は
恵
ま
れ
て

き
た
世
の
中
に
な
っ
た
現
在
、
幅
広
い
視
野
を

持
ち
、多
様
で
新
し
い
考
え
方
や
価
値
観
に
触

れ
て
経
験
を
積
む
こ
と
が
よ
り
大
切
に
な
っ
て

伝
統
を
礎
に
新
た
な
三
高
へ

校
長

泉
　
谷

俊

き
て
い
ま
す
二
一一高
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
教
育

活
動
を
生
徒
に
提
供
し
、地
域
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
人
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
学
校
、
心
か
ら

入
っ
て
よ
か
っ
た
、
ヽ
」れ
か
ら
高
校
に
入
る
世
代

が
学
び
た
く
な
る
学
校
と
し
て
、従
来
か
ら
の

良
き
伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ
新
た
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．

三
高
を
時
代
と
地
域
か
ら
望
ま
れ
る
学
校

へ
と
整
え
る
基
盤
と
し
て
、
広
く
地
域
か
ら
も

教
育
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
く
コ
ニ
本

松
高
校
教
育
後
援
基
金
」
と
で
つ
形
で
教
育

活
動
用
の
基
金
を
独
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
ｃ
生
徒
が
県
外
に
体
験
活
動
に
行
く
、
県

外
か
ら
講
師
を
招
く
、様
々
な
活
動
を
指
導
し

て
も
ら
う
等
の
費
用
や
補
助
と
し
て
、主
に
生

徒
の
体
験
、経
験
重
視
の
教
育
活
動
で
の
活
用

を
し
、
物
と
し
て
形
に
は
残
り
ま
せ
ん
が
生
徒

の
今
後
に
生
き
る
活
用
を
し
て
い
く
予
定
で

す
。
同
窓
会
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方

に
も
、
〓
喜
同
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
生
徒
の
教

育
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
趣
旨
で
す
の
で
ご
理

解
く
だ
さ
い
）
ま
た
、い
」贅
同
い
た
だ
け
る
方

に
は
、
別
途
ご
支
援
に
つ
い
て
の
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

皆
様
に
明
る
い
話
題
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
三
本
松
高
校
の
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
３
年
７
月
３‐
日
、
午
後
２
時
よ
り
東
か
が

わ
市
交
流
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
し
ま
し
た
．
６７
名
の

出
席
が
あ
り
、
議
題
に
そ
っ
て
進
め
ら
れ
、午
後
４

時
閉
会
し
ま
し
た
。

一一．．一．一一一一一一一・・一
一́
ノ
一ヽ
、
一̈
、
一
一・
´
・́一　
一
ヽ
一ヽ・

一
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

二
、
令
和
２
年
度
会
計
報
告
に
つ
い
て

三
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

四
、
令
和
３
年
度
予
算
書
に
つ
い
て

五
、
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

（別
紙

一
役
員

一
覧
表
の
と
お
り
）

一
～

五
は
可
決
さ
れ
ま
し
た

〓二
令
和
２
年
度
　
事
業
報
告

会
議
の
開
催

○
理
事
会

　

６
月
１７
日
　
書
面
決
議

○
幹
事
会

（第

一
回
）

５
月
２２
日
　
書
面
決
議

（第
二
回
）

７
月
３０
日

三
本
松
高
校
　
と
ら
ま
る
ホ
ー
ル

（第
三
回
）

３
月
１９
日

三
本
松
高
校
　
百
周
年
記
念
館

〇
三
役
の
会
　
５
月
１４
日

三
本
松
高
校
　
大
会
議
室

○
会
長
・副
会
長
会

（第

一
回
）

１１
月
２４
日

三
本
松
高
校
　
校
長
室
　
７
名

（第
二
回
）

１
月
２９
日

三
本
松
高
校
　
校
長
室
　
８
名

大
中
一暑
尿
〓
報
「第
４９
号
」
発
行

９
月
１５
日
　
１
７
７
０
０
部
発
行

会
員
及
び
生
徒
に
配
布

育
英
事
業
（奨
学
金
の
給
付
）

１１
月
に
選
考
決
定
し
２３
名
に
給
付

南
原
文
庫
の
充
実

生
徒
用
図
書
の
購
入
　
１
５
２
冊

「岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
「岩
波
ジ
ュ
一ア
新
書
」

「
な
る
に
は
”
〇
〇
パ
∽
シ
リ
ー
ズ
」
他

支
部
総
会
等
開
催
（す
べ
て
中
止
）

東
京
支
部

・
関
西
支
部

高
松
支
部

・
県
庁
虎
丸
会

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

○
会
員
名
簿
の
発
行
（１０
月
）

○
記
念
誌
の
発
行
（２
月
）

○
校
歌
レ
リ
ー
フ
の
設
置
（３
月
）

貴ギ
玲
柳
埓
簿
渡
…
導
撲
樹
洒

会
議
の
開
催

○
理
事
会
　
７
月
３‐
日

○
幹
事
会
　
２
月
中
旬

○
会
長
・副
会
長
会

５
月

１２
日
、
７
月

１５
日

１
月
中
旬

大
中
一暑
尿
ム報
「第
５０
号
」
発
行

１０
月

１
日

育
英
事
業
（奨
学
金
の
給
付
）

Ｈ
月
に
選
考
決
定
し
給
付

南
原
文
庫
の
充
実

生
徒
用
図
書
の
購
入

支
部
総
会
等
開
催

関
西
支
部
・県
庁
虎
丸
会
（未
定
）

東
京
支
部
・高
松
支
部
（中
止
）

創
立
百
二
十
周
年
記
念
行
事

○
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式

○
式
典
お
よ
び
講
演
会

○
大
中
三
高
会
総
会
お
よ
び
祝
賀
会

２３
名

２３
名

‐２
名

(・F位 :円 )
【支出の部】

令和3年度大中三高会理事会
(東かがわ市交流プラザ)

人の音
`】

                   (単
不斗 日 本 年 度 決 算 摘 要

1入  会  金 1,650,000
(十 年) (月 )  (4,    (1)
ィ11 4,000×   136   544()00

`、

2 4.000x  136- 544000

`ヽ

3 4.000x  133- 532000
L3  6、000x    3-   18.000

'■

4  6.000×    6 -  36000
11ヽ  1 8.000×   r13 ‐・ ▲24,000

2会 員 会 費 2,600419 1000件
「会費 2.774,330円 ―手数料 173,911円 J

3雑  収  入 寄 付金、預金利 息

当年度J又 入合計 4.250,475

前 年 度 繰 越 金 7.184,041 令不Πフこ
`「

1支 か ら繰越

合  計 11434,516

出の音
`】

                  (単 lr:円 )

F[ 目 本 年 度 決 算 要

1会  議  費 会長・副会長会、幹事会、理事会経費

2旅 費 19、760 支部役 員会出席旅 費

3慶  弔  費 5,000 弔慰金

4通  信  費 148,378 電話 料金、 切手類郵送代

5事  務  費 148,709 事務 管理 費、学校 案 内印刷代

事務用 品購入費等

6行  事  費 1,209,245
創 立 百 二 十 周 年 記念 事業 費
南原 ウ ォー ク経 費 補 助
卒 業 証 書 フ ァイ ル代

7会 報 発 行 費 2.579,498 会報 第49号 F口昴J及び発送 費

8学校施設整備費 400,048 食 堂 LE D照 明改 修 工 事

9育 英 事 業 費 1,211,990 奨 学 金 (5万 円 × 23名 )

lo南原文庫充実費 196557 図書 の llt入 代 (152冊 )

11部 活動後 援費 60,000 全 国高校選抜大会 出場
(フ ェンシング部男子団体 女子団体 )

12 月自 備 費 0

当年 度 支 出合 計 6,006,024

次 年 度 繰 越 金 5.428.492

合   計 11.434.516

次年度繰越金 内訳 :「rttl‐金 (百 十四■1行二本松 支店 ) 5,428,492円

収入の部】                    (単 位 :円

千斗 日 本年度予算 摘 要

1入  会  金 1、652000
(ア T,  1ユ1,   (7,    (1)
イ●1  4000×   133- 532000
4ヽ 2 4,()00×   135-540.000
当ヽ3  4000×   133- 532000
,L3  6,000×     5- 30,000
t4  6000×    3-  18000

2会 員 会 費 2,500,000

3雑  収  入 508

当年度収入合計 4,152,508

前 年 l― 繰 越 金 5,428,492 令n12年 l― か ら繰越

合  計 9.581、 000

科 目 本 年 度 予 算 要

1会  議  費 150,000 会議経費

2 'k 費 350.000 支青「総会等 出席旅 費

3慶  弔  費 200,000 支部祝金 、慶 弔金等

4通  信  費 250,000 電話料金 等

5事  務  費 300,000 事務管理費

6行  事  費 1000,000

創 立 記念 餅 代

卒 業 証 書 フ ァイ ル代
創 立 百 二 十 周 年 祝 賀 会 経 費
南原 ウ ォー ク

学 生 行 事 参 加 費

7会 報 発 行 費 3,000,000 会報第50号 印刷及び発送費

8学 校 施 設 撃 備 費 1,500,000 日 本等管理費
資 料館維 持管理 費

9育 英 事 業 費 1,000,000 奨学金

10南原文庫充実費 200,000 図書 の購 入

11部 活動後 援 費 500,000 令 」大 会 出場 補 plJ

国際 大会 派遣補 助

12 月ら 備i 青
（

50o00

当 年 度 支 出 合 1計 8,50(),0()0

次 年 度 繰 越 金 1,081p00

合  計 9.581,()()()

③大中三高会報 202]101



支・部 。だ 。よ 。り

東

京
支

部

の
思

い
と

現
状

支
部
長

水ヽ

　

峰

東
京
支
部
総
会
は
１０
月
の
第
３
土
曜
日
に
毎
年
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
令
和
二
年
、
三
一

年
の
支
部
総
会
開
催
を
中
止
し
ま
し
た
ｃ
楽
し
み
に
し

て
頂
い
て
い
た
会
員
の
皆
様
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
来
年
度
は
開
催
出
来
る
と
思
い
ま
す
の
で
ご
期
待

下
さ
い
。

毎
年
開
催
し
て
き
た
総
会
に
は
、
母
校
の
先
生
方
や

大
中
三
高
会
役
員
及
び
地
元
市
長
さ
ん
等
が
来
賓
と

し
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
．
東
京
支
部
の
会
員
も
大
中

一年
業
の
大
先
輩
か
ら
大
学
生
ま
で
幅
広
い
参
加
者
が

結
集
し
て
き
ま
し
た
。
来
賓
者
か
ら
は
母
校
の
状
況
や

故
郷
の
話
題
等
の
話
を
聞
か
し
て
貰
い
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
文
部
会
員
の
講
演
会
で
貴
重
な
体
験
、話
題

を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。
新
入
紹
介
や
二
次
会
で
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
事
を
昨
日
の
よ
う
に
覚
え
て
い

ま
す
。
総
会
後
は
故
郷
へ
の
思
い
や
明
日
へ
の
活
力
を
頂

き
ま
し
た
。

現
状
の
東
京
支
部
会
員
は
、
約
６
０
０
名
で
す
が
、

東
京
支
部
を
長
年
支
え
て
頂
い
た
大
中
、，
一高

一
桁
代

の
参
加
が
毎
年
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。
東
京
支
部

は
、
学
生
さ
ん
の
参
加
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
出
席

者
も
少
な
く
、全
体
の
参
加
者
も
現
状
維
持
の
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
．
今
後
の
課
題
は
、
支
部
活
動
を
活
性

化
し
て
幅
広
い
会
員
の
参
加
を
得
る
事
で
す
．

現
在
、役
員
間
の
連
絡
は
メ
ー
ル
で
す
が
、意
見
交
換

や
日
常
的
な
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
コ
ロ
ナ
袖
の
最
中
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ンヽ
の
浸
透
等

に
よ
り
来
年
度
は
笑
顔
で
再
会
で
き
る
事
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

左から泉谷校長、三高22回卒業生代表の

松井さん、江元さん、多田さん、高嶋さん、
香西さん(校長室にて)

（三
高
‐８
回

こ徹

関
西
支
部
活
動

支
部
長
谷
　
回

廣
　
重

（三
高
２５
回
卒

）

令
和
元
年
五
月
に
関
西
支
部
の
総
会

（同
窓

〈
３
を
開
催
し
て
か
為
そ
の
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
で
令
和
三
年
は
中
止
し
て
、
本
年
も
集
ま
れ

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

大
阪
香
川
県
人
会
や
関
西
の
香
川
県
高
等

学
校
同
窓
会
も
相
次
い
で
中
止
に
な
り
、
総
会

開
催
の
見
通
し
が
全
く
立
た
な
い
の
が
現
状

で
す
。

会
員
交
流
の
場
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
中
で
幸

い
に
も
四
年
前

（平
成
二
九
年
）
か
ら
毎
年
の
総

会
報
告
。支
部
情
報
や
会
員
の
寄
稿
で
会
報
（支

部
だ
よ
り
）
を
発
行
し
、
一
部
の
会
員
に
配
布
し

て
お
り
ま
し
た
。

今
年
は
特
別
な
年
で
あ
り
、幅
広
く
会
員
か

ら
便
り
を
募
つ
て
特
集
を
組
む
予
定
に
し
て
お

り
ま
す
．
会
報
を
通
し
て
会
員
同
十
里
父
流
の

輪
を
広
げ
て
絆
を
深
め
る

一
助
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

課
題
は
総
会
の
参
加
者
が
年
々
減
少
し
て
お

り
前
回
は
約
四
十
人
で
最
小
で
し
た
Ｊ
」の
人

数
は
全
会
員
の
四
％
と
低
調
で
す
．

今
後
は
ど
こ
で
も
参
加
で
き
る
リ
モ
ー
ト
で

の
会
△
員
会
一成
、
打
ち
合
わ
せ
、
総
会
）
を
取
り

入
れ
て
、
よ
り
多
く
の
関
西
支
部
会
員
や
三
高

関
係
者
が
交
流
し
易
い
環
境
を
整
え
て
行
き

ま
す
．

関
西
支
部
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
次
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
ま
で

ら
”
一［く
匡
∽
”
い
片
〇
″
”
い
∽
”
穴
Ｐ
∞
日
”
〓
・ｏ
ｏ
日

令
和
３
年
度
も
高
松
支
部
総
会
を
中
止
に

致
し
ま
し
た
。

支
部
長
辞
劇
　
居爆
　
Ｔ
一
　
性
相

Ｔ
一高
３０
回
卒

）

高
松
支
部
の
会
員
並
び
に
同
窓
生
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
を
中
し
上
げ
ま
す
ｃ

令
和
３
年
度
の
局
松
支
部
総
会
開
催
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
昨
年
に
引
き

続
き
、
誠
に
残
念
な
が
ら
中
止
と
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一年
延
期
と
な
っ
て

い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が
７
月
２３
日
に
開
幕

し
、

５７
年
ぶ
り
に
東
京
の
地
に
聖
火
が
灯
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
４
歳
の
私
は
両
親
に
連
れ
ら
れ

て
聖
火
リ
レ
ー
を
見
学
に
行
っ
た
記
憶
し
か
残
っ

て
お
ら
ず
、
今
回
は
競
技
を
直
に
観
戦
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
緊
急

事
態
宣
言
下
で
開
催
さ
れ
た
た
め
に
テ
レ
ビ
観

戦
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
選
手
の
活
躍
は
素
晴

ら
し
く
、
香
川
県
出
身
者
か
ら
も
夏
季
大
会
で

は
４
人
目
（５
個
目
）
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
誕
生

し
ま
し
た
が
、
近
い
将
来
我
が
母
校
出
身
者
の

活
躍
す
る
姿
を
見
て
み
た
い
と
思
い
を
巡
ら
せ

乍
ら
閉
幕
を
迎
え
ま
し
た
．

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
す
る
ま
で
に
は

時
間
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
来
年
度
の
支

部
総
会
開
催
の
暁
に
は
、
皆
様
と
笑
顔
で
再
会

で
き
ま
す
こ
と
を
、
そ
し
て
母
校
の
校
歌
を
合

唱
で
き
ま
す
こ
と
を
役
員
共
々
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

卒
業
５０
周
年
を
祝
い
、
同
級
生
に
呼

び
か
け
集
め
た
寄
付
金
を
令
和
３
年
３

月
５
日
に
三
高
２２
回
卒
業
生
代
表
の
方

よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

校
長
よ
り
、
「
生
徒
の
活
動
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
」
と
お
礼

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
は
、
平
成
５
年
に
始
ま
り

２９
回
目
と
な
り
ま
す
〓

こ
の
た
び
、
「
香
川
県
立
三
本
松
高
等

学
校
教
育
後
援
基
金
〓
９
頁
参
照
）
が

設
立
さ
れ
た
一」と
で
、
人
ツ
後
、
ま
す
業
５０
周

年
記
念
の
ご
寄
付
は

」ヽ
の
教
育
後
援
基

金
の
財
源
と
し
て
、
生
徒
の
活
動
の
た
め

に
有
効
に
使
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大中三高会報 2021101④



祠

歌

レ
リ
ー
フ
ヘ
の
想

「
も
し
も
し
、
藤
井
さ
ん
で
す
か
？
三
本

松
高
校
の
校
長
の
泉
谷
で
す
。
」

そ
の
日
は
突
然
や
っ
て
き
た
。
お
話
を
お

伺
い
す
る
と
、創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
体
育
館
を
新
築
し
、そ
こ
に
新
し
い
「

校
歌
の
レ
リ
ー
フ
」
を
掲
げ
た
い
の
で
校
歌
を

書
い
て
欲
し
い
と
の

」と
．

最
初
、な
ぜ
私
が
？
と
不
思
議
だ
っ
た
が
、

卒
業
生
で
書
道
家
を
探
し
て
い
た
と
ヽ
」ろ
同

窓
生
な
ど
あ
ら
ゆ
る
情
報
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
私
の
ブ
ロ
グ
を
読
ん
で
く
だ
さ
り
ご
依

頼
く
だ
さ
っ
た
。

幼
少
期
か
ら
書
道
を
習
い
、数
々
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
賞
を
獲
得
す
る
も
途
中
か
ら
野
球
に

明
け
暮
れ
甲
子
園
を
目
指
し
て
い
た
っ
も
ち

ろ
ん
三
高
野
球
部
に
入
っ
て
「
甲
子
日
に

出
る
―
」
そ
う
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
理
数
科
に
進
学
し
た
私
は
、
古グ
停
く
野

球
を
断
念
し
た
．

三
高
を
卒
業
し
、大
学
で
建
築
学
科
に
進

み
や
が
て
建
築
家
に
な
り
独
立
す
る
も
「
甲

子
園
を
請
め
た
」
過
去
の
自
分
が
い
つ
も
蘇
っ

て
く
る
．

一　　（蜘棚細一里７）

三
高
３９
回
卒
）

も
う
三
度
と
諦
め
た
く
な
い
と
五
十
歳

で
一
念
発
起
し
書
道
家
へ
転
身
し
た
矢
先
で
の

校
歌
？

」依
頼
で
あ
っ
た
．

こ
ん
な
に
光
栄
な
こ
と
は
な
い

京̈
都
で
幕

ら
し
て
い
た
私
は
、
早
速
校
長
先
生
を
訪
門

し
た
。
泉
谷
校
長
の
熱
い
想
い
を
お
聞
き
し
て

先
代
の
校
歌
を
拝
見
し
構
想
を
練
つ
た
ｃ

こ
だ
わ
っ
た
の
は
和
紙
¨̈三
（庫
県
多
可
町

の
「
杉
原
紙
」
に
出
会
い
多
可
町
の
手
漉
き
Ｔ

房
ま
で
出
向
い
て
和
紙
を
選
択
し
た
菫^
生
は
、

奈
良
の
古
梅
国
の
日
形
墨
を
使
用
．

今
の
世
代
の
生
徒
た
ち
も
読
み
や
す
い
よ

う
に
大
き
く
書
体
を
崩
さ
ず
、
そ
れ
で
い
て
私

の
大
好
き
な
校
訓
「友
愛
・誠
実
・剛
健
」
を
自

分
な
り
に
表
現
し
た
。

校
歌
と
言
え
ば
高
校
野
球
。
か
つ
て
私
が
甲

子
園
を
計
め
て
後
悔
し
た
こ
と
が
糧
と
な
り

書
道
家
に
な
っ
て
校
歌
を
書
か
せ
て
頂
く
こ
と

で
夢
が
実
現
し
た
。

こ
の
校
歌
を
見
た
生
徒
や
学
校
関
係
者
の

皆
様
が
、
古７
を
請
め
ず
挑
戦
し
幸
せ
な
人
生

を
送
り
ま
す
よ
う
に
。

「
＝
＝
＝

＝
＝
＝

俊

ョ
ガ
タ
ー
ズ
甲
子
園

野
球
部
〇
臭
ム長

久

三
高
野
球
部
は
、ヽ
」れ
ま
で
に
春
１
回
、夏

３
回
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
ｃ

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
夏
の
香
川
県
予
選
で
は
、
準
決
勝
ま
で

勝
ち
進
み
、惜
し
く
も
甲
子
園
出
場
を
逃
し

ま
し
た
が
、
４
年
前
に
全
国
ベ
ス
ト
８
に
輝
い

た

アヽ
一は
、記
憶
に
新
し
い
と
ヽ
）ろ
で
す
．

一
昨
年
に
は
、
県
内
の
野
球
部
Ｏ
Ｂ
が
集

ま
り
香
川
県
高
校
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
連
盟
が

発
足
、人
７
夏
に
は
、
香
川
県
高
校
野
球
連
盟

の
協
力
を
得
て
、第
１
回
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園

香
川
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

現
役
さ
な
が
ら
の
白
熱
し
た
ブ
レ
ー
が
展

開
さ
れ
る
中
、
私
自
身
も
４０
年
ぶ
り
に
ヨ

一

本
松
」
の
〓
一ホ
ー
ム
に
袖
を
通
し
、
緊
張
感

を
持
っ
て
ベ
ン
チ
か
ら
応
援
し
ま
し
た
三
一一高

Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
は
、
持
ち
前
の
強
力
打
線
が
爆

発
し
、
見
事
優
勝
。
香
川
県
初
の
代
表
と
し

て
、
甲
子
園
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

大
会
を
通
し
て
、
優
勝
と
と
も
に
、
年
代

を
超
え
て
Ｏ
Ｂ
の
交
流
が
深
ま
っ
た
こ
と
は

大
き
な
喜
び
で
す
。

本
大
会
は
、

１２
月
４
目
に
甲
子
同
球
場
で

開
催
さ
れ
、第
４
試
合
で
愛
媛
県
代
表
の
今

治
北
と
対
戦
し
ま
す
の
で
、多
く
の
皆
様
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
一一一高
野

球
部
Ｏ
Ｂ
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ン゙
に
も
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マスターズ甲子園香川大会で優勝した野球部OBの皆さん(レクザムスタジァム)
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香
川
大
会
初
代
王
者
」

保
　
輝
　
起

含
一蕎
３４
回
こ

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
皆
様

方
に
は
、
日
頃
、
野
球
部
の
活
動
に
、ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

今
後
と
も
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
香
川
大
会
の
結
果

二
回
戦
　
一二
木
松
６
１
５
高
松
西

準
決
勝
　
一二
本
松
７
１
２
高
松
商
業

決
勝
　
　
一二
本
松
１３
‐
２
観
音
寺
総
合

兆

鰤



◇
叙

勲

。
褒

章

旭
日
双
光
章
「地
方
自
治
功
労
」

石
橋
　
英
雄
曾
一高
１９
回
卒
）

瑞
宝
双
光
章
コ
［察
功
労
」

梁
木
　
初
男
曾
一高
１７
回
卒
）

瑞
宝
双
光
章
「元
大
蔵
事
務
官
」

橋
本
　
光

一
曾
一高
２
回
卒
）

瑞
宝
双
光
章
「元
法
務
事
務
官
」

古
川
　
一
裕
曾
一高
２
回
卒
）

瑞
宝
単
光
章
「消
防
功
労
」

有
馬
　
正
則
（引
田
１７
回
卒
）

正
六
位
「元
長
尾
町
立
前
山
小
校
長
」

山
本
　
勝
美
（大
中
４‐
回
卒
）

知
事
表
彰

「交
通
安
全
功
労
」

森
　
千
芳
曾
一高
２‐
回
卒
）

「男
女
共
同
参
画
功
労
・高
齢
者
介
護
功
労
」

吉
岡
　
和
子
曾
一高
１０
回
卒
）

「保
健
衛
生
功
労
」

赤
松
美
智
代
曾
一高
３２
回
卒
）

「中
小
企
業
振
興
功
労
」

友
國
　
誠
二
Ｔ
一高
２３
回
卒
）

香
川
県
教
育
文
化
功
労

「教
育
行
政
功
労
」

竹
田
　
具
治
Ｔ
一高
２‐
回
卒
）

「学
校
教
育
功
労
」

竹
内
　
伸

金
削
校
長
）

「教
育
功
労
」

六
車
　
真
弓
曾
一高
３４
回
卒
）

藪
根
　
昌
代
Ｔ
一高
３４
回
卒
）

北
村
　
正
清
Ｔ
一高
３４
回
卒
）

竹
下
　
裕
子
（旧
職
員
）
　

´

優
秀
技
能
功
労
賞

日
本
健
康
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

岩
倉
泰

一
郎

（三
高
１９
回
卒
）

「皮
膚
に
塗
布
後
、約

３０
秒
以
内
に
約
３０
脚

の
透
明
の
耐
水
性
皮
膜
を
形
成
す
る
外
用

製
剤
の
開
発
」

（敬
称
略
）

長
年
の
功
績
を
た
た
え
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

◇
寄

贈

帖
佐
　
寛
章
〓
一高
１
回
卒
）

「日
本
陸
上
界
の
真
実
」

安
倍
　
道
典

，
一高
３
回
卒
）

「
昭
和
思
い
出
の
記
」

「人
映
テ
レ
ビ
５０
周
年
記
念
誌
」

川
北
　
文
雄
■
吾
同
１２
回
卒
）

「
三
本
松
高
校
関
係
資
料
」

岩
倉
泰

一
郎
〓
一高
１９
同
卒
）

「香
川
県
詩
集
号
弔
２４
集
２
０
２
０
年
度
版

冨
山
　
時
数

，
一高
２０
回
卒
）

「学
校
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｌ
昭
和
４２
年
）

「蛍
雪
グ
ラ
フ
上
二
本
松
高
校
特
集
サ
ー
」

（昭
４４
年
）

藤
井
　
翔
夢
３
一高
３９
回
卒
）

圭
黒
三
本
松
高
校
　
校
歌
」

旧

夏
の
坂
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

「夏
の
坂
道
」

（敬
称
略
）

皆
様
よ
り
書
籍
等
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
か
」ざ
い
ま
し
た
。

剋
翔
列
勒

（令
和
３
年
４
月
２６
日
）

第
８８
回
日
と
な
る
虎
九
登
山
を
創
立
記
念

口
で
あ
る
４
月
２６
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

登
山
は
本
校
の
創
立
記
念
日
の
伝
統
行
事
と

し
て
昭
和
９
年
か
ら
続
い
て
い
ま
す
．

昨
年
は
、
休
校
中
の
た
め
や
む
を
得
ず
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
、

１
・
２
年
生
は
初
め
て
の
登
山
に
な
り
ま
し
た
．

心
地
よ
い
春
風
の
中
、
全
校
生
で
山
頂
を
め
ざ

し
、
最
後
の
急
な
斜
面
で
は
、
応
援
団
に
よ
る

大
鼓
の
首
と
声
援
を
受
け
な
が
ら
登
り
き
り
、

頂
上
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
眺
望
を
楽
し
み
ま

し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
さ
わ
や
か
な

一
日
と
な
り
、

帰
校
後
、
生
徒
た
ち
に
大
中
三
高
会
か
ら
紅
白

餅
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

（令
和
２
年
１２
月
１２
日
）

７
回
目
と
な
る
「
南
原
ウ
ォ
ー
ク
」
が
晴
天
の

下
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ウ
オ
ー
ク
は
、
本
校
の
偉
大
な
る
先
輩
、

南
原
繁
先
生
が
歩
い
た
相
生
村
南
野
か
ら
正

覚
寺
ま
で
の
約
１０
ｋｍ
の
道
の
り
を
た
ど
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
数
々
の
ゆ
か
り
の
場
所
を
訪
れ
な
が

らヽ
、
先
生
を
偲
び
、
み
ヽ
の
名
と
功
績
を
広
く
知

り
、
後
世
ま
で
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
．

旧
相
生
小
学
校
跡
に
あ
る
南
原
先
生
の
胸

像
前
に
生
徒
会
役
員
、
生
徒
の
有
志
、
大
中
三

高
会
役
員
の
他
、東
か
が
わ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
、総
勢
８５
名
が
集
ま
り
９
時
に
出
発
．

学
校
に
帰
着
後
、
食
堂
で
お
に
ぎ
り
、
豚
汁

を
い
た
だ
き
、解
散
し
ま
し
た
。

417mの 虎丸山頂を目指し人山

相生小学校跡の南原繁先生の胸像前にて
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部
活
動
等
の
活
動
状
況

東
洋
大
学
第
３４
回
現
代
学
生
百
人

一
首

入
選
　
金
地
皐
希

「
毎
朝
の
　
あ
る
よ
う
で
な

い
指
定
席

い
つ
も
の
顔
ボ
れ
と
　
あ
と
何
口
か
」

香
川
県
高
等
学
校
新
人
ソ
フ
ト
テ
一ズ
競
技
大
会

▽
女
子
団
体
　
ベ
ス
ト
８
（波
柴
、遠
藤
、安
藝
、

木
村
、小
田
、藤
村
、〓
一好
）

香
川
県
高
等
学
校
新
人
柔
道
競
技
大
会

▽
男
子
個
人
　
６０
ｋｇ
級
　
３
位
　
長
田
雅
弘

全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
香
川
県
予
選

▽
女
子
個
人
　
２
位
　
一昌
田
　
汐
音

会
長
杯
弓
道
大
会
（■
年
生
大
会
）

▽
女
子
団
体
　
優
勝
３
口田
、真
部
、大
山
）

▽
女
子
個
人
　
２
位
　
吉
田
夕
唯

３
位
　
大
山
麗
美

香
川
県
高
等
学
校
新
人
弓
道
競
技
大
会

▽
男
子
団
体

３
位
（玉
岡
、大
池
、竹
下
、竹
本
、〓
一好
）

香
川
県
高
等
学
校
新
人
フ
ェ．ン
ィ
ング
競
技
大
会

▽
男
子
総
合
　
２
位
　
▽
女
子
総
合
　
優
勝

▽
男
子
団
体

サ
ー
ブ
ル

フ
ル
ー
レ

▽
女
子
団
体

サ
ー
ブ
ル

フ
ル
ー
レ

丸
田
）

▽
男
子
個
人

サ
ー
ブ
ル

▽
女
子
個
人

サ
ー
ブ
ル

１
位
（明
石
、井
内
、高
尾
）

↓
全
国
選
抜
四
国
地
区
予
選
会
出
場

２
位
（明
石
、井
内
、高
尾
）

１
位
（奥
谷
、植
村
、九
田
、樋
回
）

２
位
（奥
谷
、宮
西
、植
村
、樋
日
、

優
勝
　
明
石
　
蓮

２
位
　
井
内
颯
太

優
勝
　
植
村
紀
香

２
位
　
奥
谷
菜
々
美

３
位
　
丸
田
萌
音

フ
ル
ー
レ
　
優
勝
　
奥
谷
菜
々
美

２
位
　
植
村
紀
香

エ
ペ
　
　
　
３
位
　
｛呂
西
　
舞

全
国
高
等
学
校
選
抜
フ
ェ
ン
イ
ン
グ
大
会
。四
国

地
区
予
選
会

▽
男
子
団
体

サ
ー
ブ
ル
　
ー
位

（明
石
、井
内
、高
尾
）

↓
全
国
選
抜
大
会
出
場

▽
女
子
団
体

サ
ー
ブ
ル
　
２
位
（奥
谷
、植
村
、九
田
）

↓
全
国
選
抜
大
会
出
場

香
川
県
フ
Ｊ
ノ
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

▽
女
子
個
人
　
フ
ル
ー
レ
　
３
位
（宮
西
　
舞
）

全
国
高
等
学
校
選
抜
フ
Ｊ
ノ
シ
ン
グ
大
会

▽
男
子
団
体

サ
ー
ブ
ル

３
位

（明
石
、

井
内
、高
尾
）

香
川
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

【書
道
】
優
秀
賞
　
網
本
莉
子
↓
全
国
総
文
蠍不出
品

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ぃフ
ル
ヨ
ン
テ
ス
ト
東
讃
。高
松
大
会

▽
打
楽
器
３
重
奏
　
金
賞
（大
渕
、黒
川
、松
岡
）

▽
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
３
重
奏

金
賞
（板
坂
、多
田
、鏡
原
）

▽
サ
ッ
ク
ス
４
重
奏

金
賞
（永
峰
、田
中
、杉
本
、沢
地
）

▽
金
管
６
重
奏

銅
賞
（板
坂
、奥
谷
、古
川
、松
村
、玉
越
、川
口
）

▽
木
管
３
重
奏
　
銅
賞
（黒
田
、植
村
、板
坂
）

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ぃフ
ル
「
ン
テ
ス
ト
香
川
県
大
会

▽
サ
ッ
ク
ス
４
重
奏

銅
賞
（永
峰
、田
中
、杉
本
、沢
地
）

香
川
県
高
校
生
科
学
研
究
発
表
会

【課
題
研
究
部
門
】

最
優
秀
賞
「金
属
樹
と
イ
オ
ン
化
傾
向
の
矛
盾
」

（伊
澤
、大
下
、佐
藤
、藤
森
）

優
秀
賞
「実
用
可
能
な
カ
ゼ
イ
ン
樹
脂
の
作
成

～
添
加
す
る
酸
の
違
い
か
ら
探
る
～
」

（渡
邊
、松
浦
、池
田
、竹
本
、松
下
）

東
讃
高
校
弓
道
大
会

▽
男
子
個
人
　
３
位
　
中
川
阿
須
磨

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
香
川
県
大
会

ベ
ス
ト
４
（山
花
、
安
藝
、
〓
一好
、
筒
井
、
石
原
、

石
井
、
〓
一橋
、
佐
藤
、
赤
壁
、
杉
本
、
山
蔦
、

口貝
、
多
田
、
土
谷
、
松
本
、
〓
一宅
、
兒
嶋
、

宮
武
、大
石
、神
野
Ｘ
ス
コ
‘
フ
ー

一
池
田
、

大
山
）

香
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

【卓
球
】

▽
女
子
団
体
　
ベ
ス
ト
８
（木
内
、井
川
、渡
邊
、

人
木
、天
谷
、西
川
、野
瀬
）

【ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

▽
女
子
団
体
　
ベ
ス
ト
８
（波
柴
、遠
藤
、安
藝
、

木
村
、藤
村
、川
西
、上
枝
、杉
浦
）

【弓
道
】

▽
男
子
団
体
　
３
位
（中
川
、味
浪
、〓
一好
、橋
本
、

大
池
、玉
岡
、竹
本
）↓
四
国
大
〈一出
場

【フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】

▽
男
子
団
体

フ
ル
ー
レ
　
２
位
（明
石
、井
内
、高
尾
、大
蔦
、

大
田
）
↓
四
国
大
〈バ出
場

▽
女
子
団
体

フ
ル
ー
レ
　
３
位
（奥
谷
、宮
西
、植
村
、樋
日
、

丸
田
）

▽
男
子
個
人

サ
ー
ブ
ル
　
ー
位
　
明
石
　
蓮

↓
全
国
大
会
・四
国
大
会
出
場

２
位
　
井
内
颯
太
―
四
国
大
〈否出
場

棒
高
跳
び
　
２
位
　
坂
内
祭
莉

↓
四
国
大
会
出
場

四
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会

【フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】

▽
男
子
個
人
　
サ
ー
ブ
ル
　
２
位
　
明
石
　
蓮

【陸
上
】

▽
女
子
　
棒
高
跳
び
　
２
位
　
坂
内
祭
莉

↓
全
国
大
会
出
場

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

【フ
エ
ン
シ
ン
グ
】

▽
男
子
個
人
　
サ
ー
ブ
ル
　
明
石

蓮

【陸
上
】

▽
女
子
　
棒
高
跳
び
　
坂
内
祭
莉

全
日
本
吹
奏
楽
「
ノ
ク
ー
ル
香
川
県
大
会

Ａ
部
門
　
銀
賞

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

【書
道
】
特
別
賞
　
網
本
莉
子

「臨
　
寒
山
子
寵
居
士
詩
巻
」

う
ど
ん
県
書
道
パ
フ
ォ
ー
了
ン
ス
大
会

３
位
（朝
日
、網
本
、赤
澤
、石
原
、村
井
、

藤
澤
、大
塚
、近
藤
、岡
本
）

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
　
定
時
制

【柔
道
】

▽
男
子
個
人
　
９０
ｋｇ
超
級
　
岡
部
　
大

▽
女
子
個
人
　
６３
蛇
超
級
　
田
中
瀬
奈

５２
ｋｇ
一級

　

細
川
竜
美

エ
ペ
　
　
５
位

▽
女
子
個
人

サ
ー
ブ
ル
　
２
位

３
位

高
尾
千
颯
↓
四
国
大
〈不
出
場

植
村
紀
呑
↓
四
国
大
〈否出
場

丸
田
萌
香
↓
四
国
大
〈
ム出
場

子三
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三
高
生
は
学
業
、
部
活
動
を
主
体
的
に
行
い
、
さ
ら
に
自
主
的
な
活
動
に
も
取
り
組
む
コ
一一高
生
三

本
の
柱
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
学
業
に
目
標
を
も
っ
て
真
剣
に
取
り
組
み
⊇
一一高
型
部
活
動
」
で
は
生

徒
主
体
で
短
時
間
集
中
の
活
動
で
目
標
に
向
か
う
高
い
レ
ベ
ル
で
の
文
武
両
道
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
三
本
目
の
柱
と
し
て
の
自
主
活
動
の
実
施
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

自
分
の
意
志
で
校
内
・校
外
を
問
わ
ず
何
ら
か
の
活
動
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

１
篭
難
が
は
鍾
鸞
落
と
お
も
Ｌ

学
翁
棗
く
り
ヽ

自
主
的
に
集
ま
っ
た
プ
瞑
ン
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
様
々
な
活
動
を
し
、
運
営
の
農

業
法
人
（生
産
者
）
の
方
や
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
方
々
と
生
徒
が
力
を
合
わ
せ
て
よ
り
よ
い
学

食
に
す
る
。
そ
の
活
動
を
通
し
て
、将
来
に
繋
が

る
多
く
の
こ
と
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
学
食
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、新
た

な
形
と
し
て
の
食
堂
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
生

徒
数
の
減
少
や
食
環
境
の
変
化
で
経
常
的
に
も

難
し
い
学
食
を
生
徒
を
主
役
と
し
、
教
育
や
交

流
の
場
に
も
す
る
こ
と
で
多
様
な
機
能
を
も
た

せ
る
今
ま
で
に
な
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
生
徒
が
良
質
で
安
価
な
食
事
を
得
ら
れ
る
。

○
生
徒
の
多
様
な
活
動
と
学
び
の
場
。

○
生
徒
と
地
域
と
の
交
流
の
場
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
生
徒
が
地
域
の
人
の
思
い

や
良
い
食
材
と
接
し
、
」ヽの
地
域
の

百
貝
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
を
も
つ
。
力
を
出
し
合
っ
て
自
ら
所

属
場
所
を
よ
く
す
る
マ

ュヽ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

体
験
を
す
る
こ
と
で
、
将
来
を
担
う
意
識
を

高
め
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
「プ
Ｒ
ン
ェ
ク
ト
」
と
い
つ
自
分
の
時

間
で
自
主
的
に
参
加
す
る
形
で
実
施
し
、
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
と
そ
れ
を
全
校
生
が
そ
れ
ぞ
れ
可

能
な
形
で
応
援
す
る
。
授
業
で
も
部
活
動
で
も

な
い
活
動
と
位
置
付
け
、
自
ら
出
せ
る
力
を
発

揮
す
る
場
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
．

リ
ー
ダ
ー
は
し
た
い

」と
を
考
え
、
総
務
、
広

報
、畑
、
ど

互
―
開
発
、内
装
、
イ
が
ン
ト
等
の
チ

ー
ム
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
校
内
の
空
地
を
開

墾
し
て
の
作
物
作
り
、毎
日
の
手
書
き
さ

互
―

の
掲
示
、
独
自
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
作
成
、
規
格
外

野
菜
活
用
の
２

〓
―
考
案
、
地
域
産
業
の
廃
棄

物
で
あ
る
草
の
端
材
で
暖
簾
作
り
、冷
凍
飲
料

の
仕
入
販
売
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
」ヽの
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視

点
を
も
つ
て
活
動
し
、地
産
地
消
や
食
品
ロ
ス
の

減
少
に
向
け
て
、規
格
外
野
菜
の
積
極
的
な
活

用
、
ど

互
―
を
目
替
わ
り
定
食
と
弁
当
の
み
の

事
前
食
券
制
に
し
て
無
駄
を
出
さ
な
い
」と
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、
ど
ん
ど
ん
主
体
的
に
活
動

す
る
姿
か
ら
、場
が
あ
れ
ば
発
揮
で
き
る
三
高

生
の
港
在
的
な
力
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

再
開
に
あ
た
り
同
窓
会
に
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
に
変
え
て
い
た
だ
き
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に
厨
房
機
器

の
整
備
な
ど
様
々
な
面
で
多
く
の
方
々
に
ご
支

援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況
の
中
で
引

受
け
て
く
れ
た
農
業
法
人
の
思
い
や
り
あ
る
運

営
の
お
か
げ
で
生
徒
は
地
元
食
材
を
多
く
使
つ

た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
飲
食
店
の
方
Ｌ

二
局
で
食
事

を
提
供
し
て
も
ら
う
翌

日
食
堂
」
、餅
つ
き
等

の
イ
ベ
ン
ト
、
木
の
お
盆
や
器
の
提
供
、
余
剰

野
菜
の
提
供
、生
徒
の
指
導
等
ｒ
牛
業
生
や
地

域
の
方
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
多
く
の
こ
と

を
得
て
い
ま
す
（）ま
た
、
地
域
の
事
業
所
や
イ
ベ

ン
ト
か
ら
の
弁
当
注
文
を
い
た
だ
き
、
経
営
面

も
含
め
て
良
い
状
態
で
継
続
し
て
い
く
た
め
の

ご
支
援
を
頂
い
ｔ
い
る
こ
と
に
感
謝
し
″に
い
ま
す
．

状
況
が
収
束
す
れ
ば
地
域
の
方
に
も
食
堂

を
利
用
し
´́‐い
た
だ
き
交
流
を
深
め
て
い
く
こ

と

こヽ
、
こ
の
取
組
を
地
域
と
学
校
の
連
携
に
よ

る
貧^
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
他
に
ム
〉広
め
て
い

け
れ
ば
と
の
思
い
で
生
徒
た
ち
も
活
動
し
て
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

苺
醗
麟
権
輯
鰺
爾
』
行
う

■
％
警
鶉
瘍
曜
亀
～

希
望
生
徒
が
自
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
、各
界
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ンヽ
ョ
ナ
ル
に
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
た
後
、双
方
向
に
意
見
交
換
す
る
ゼ
ミ
で

す
。
昨
年
ｎ
月
か
ら
始
め
、ゝ
」れ
ま
で
不
定
期
に

１１
回
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
や
医
療
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
な
ど
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
、東
か
が
わ
市
の
協
力
に
よ
り
、各
課

と
の
意
見
交
換
が
で
き
る
「シ
リ
ー
ズ
市
役
所
」
も

始
め
て
い
ま
す
ｃ
卒
業
生
で
は
、東
か
が
わ
活
性
隊

長
で
味
道
源
の
上
原
さ
ん
、プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ

た
三
好
さ
ん
、

２３
歳
で
起
業
し
た
黒
川
さ
ん
、香
川

大
学
生
で
引
田
の
ア
ー
ト
プ
Ｒ
ン
ェ
ク
ト
の
三
谷

さ
ん
な
ど
が
講
師
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
が
講
師
と
な
っ
て
実
施
し
た
回
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、雪
昌察
の
方
に
よ
る
鑑
識
体
験
な
ど
実
習

を
伴
う
ゼ
ミ
も
行
い
貴
重
な
経
験
を
積
ん
で
い
ま

す
。
生
徒
に
日
頃
意
識
し
て
い
な
い
社
会
の
様
々
な

面
や
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
詳
し
く
知
ら
な
い
」

と
な
ど
、視
野
を
広
げ
多
く
の
こ
と
に
触
れ
る
機

会
を
た
く
さ
ん
提
供
し
て
い
き
、自
ら
積
極
的
に

動
い
て
多
く
の
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地元食材の豊富な日替定食

革の端材を使っての暖簾作成

梅ジュース作成用のウメの収穫

三好大倫選手によるゼミ

警察の方による鑑識体験

大中三高会報 2021101③

昼食時の様子



輻 暮
”

．日‐本

一
小
さ
な
県
の
取
り
組
み
を
全
国
へ
～

令
和
９
年
頃
、
医
療
用
血
液
が
慢
性
的
に

不
足
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
ｃ
そ
の
原
因
は
、

高
齢
化
に
伴
う
血
液
需
要
の
増
加
と
献
血
者

数
の
減
少
で
あ
る
．
特
に
「
若
年
層
」
の
献
血

者
数
は
他
の
年
代
と
比
較
し
て
少
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

で
」の
状
況
を
変
え
て
み
な
い
？
」
と
生
徒

会
に
投
げ
掛
け
た
の
が

令
和
２
年
の
１
学
期
で

あ
っ
た
。

５
名

が
興
味
を
持
ち

活
動
が
始
ま
っ
た
。

「若
年
層
の
献
血
者

一袢

数
を
増
や
す
た
め
に

同
じ
志
を
持
つ
仲
間

を
増
や
し
、活
動
の
輪
を
広
げ
る
」
を
活
動
方

針
と
し
、
①
県
内
高
校
の
横
の
繋
が
り
を
作

り
活
動
②
他
団
体
と
の
協
働
で
相
乗
効
果
を

得
る
③
自
校
で
の
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
る

を
日
標
と
し
、
ま
ず
は
、
県
下
４２
校
全
不
ッ
ト

ワ
ー
ク
結
成
を
呼
び
か
け
た
（〕
７
校
の
贅
同

が
あ
り
、
令
和
３
年
１
月

「
香
川
県
高
校
生

献

血
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
結

成
し
た
。
こ
れ
か
ら
と

考
え
て
い
た
矢
先
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
し
、

不ヽ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
っ
て
の
活
動
は

出
来
な
く
な
っ
た
。
し

か
し
、
出
来
る
こ
と
を

模
索
し
、ス
ン
オ
番
組
、

新
聞
投
書
欄
へ
の
投

稿
な
ど
で
献
血
の
協

力
を
訴
え
た
。

毎
度
始
め
に
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
校

を
募
集
し
、
令
和
３

年
度
は
１７
校
で
活
動

し
て
い
る
。

「な
ぜ
こ
の
方
法

で
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、何
の
た
め
に
」

と
考
え
て
活
動
す
る

こ
と
は
、今
後
の
人
生
の
中
で
、
き
っ
と
役
立
つ

で
あ
ろ
う
。

こ
の
高
校
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
を

全
国
の
呂
校
生
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、令
和

２
・３
年
と
翌
口同
校
生
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
・ア
ワ
ー

ド
」
に
参
加
し
た
。

‥
―

‐―
‐―
鳳

ま
た
、
本
校
は
令
和
３
年
９
月
献
血
推
進

団
体
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
を
頂
い

た
。

一褥
一一．帥
・鐵

式での取材 (丸亀レッツホールR317)

咤

織

認 定証

香川県立二本松高等学校

■■会(ま血ボランティアクループ)澱

○
国
立
大
学
＝
２３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

京
都
大
１
　
島
根
大
１
　
岡
山
大
３
　
徳
島
大
５

香
川
大
１１
　
一呂
知
大
１
　
九
州
大
１

０
公
立
大
学
＝
７

公
立
鳥
取
環
境
大
１
　
新
見
公
立
大
１

尾
道
市
立
大
１
　
香
川
県
立
保
健
医
療
大
２

高
知
工
科
大
２

一〇
私
立
一大
学
■
２
■
■
●
●
●
■

，
●
■
●
●
●
一

慶
応
大
１
　
国
士
舘
大
１
　
東
京
理
科
大
１

早
稲
田
大
１
　
一示
都
産
業
大
１
　
同
志
社
大
２

立
命
館
大
９
　
龍
谷
大
２
　
大
阪
経
済
大
６

大
阪
工
業
大
３
　
大
阪
商
業
大
１
　
関
西
大
２

関
西
外
国
語
大
１
　
近
畿
大
２５
　
阪
南
大
１１

桃
山
学
院
大
１
　
関
西
学
院
大
４
　
甲
南
大
４

神
戸
学
院
大
６
　
武
庫
川
女
子
大
２

岡
山
理
科
大
１１
　
川
崎
医
療
福
祉
大
５

就
実
大
６
　
広
島
工
業
大
８
　
四
国
大
７

徳
島
文
理
大
２４
　
四
国
学
院
大
２
　
一呂
松
大
４

松
山
大
１１
　
そ
の
他
４９

０
短
期
大
学
―１
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一

神
戸
女
子
短
大
１
　
香
川
短
大
１
　
一呂
松
短
大
５

精
華
女
子
短
大
１

０
各
種
専
門
学
校
織
‐５

・
●
‐
●
■
■
●
●
●
一

大
阪
航
空
専
門
１
　
穴
吹
ビ
ジ
ネ
ス
３

穴
吹
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
２
　
穴
吹
動
物
看
護
１

香
川
県
歯
科
医
療
専
門
１
　
四
国
医
療
専
門
２

四
国
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
１

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校
１
　
そ
の
他
３

０
就
職
関
係
８
●
●
●
●
■
●
●
●

一
●
●
●
●
一

島
根
県
警
１
　
自
衛
隊
１
　
（株
Ｔ
∪
Ｊ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｎ
ｌ

タ
イ
ヤ
セ
ン
タ
ー
ワ
タ
ナ
ベ
ー

大
川
広
域
消
防
署
１
　
帝
國
製
薬
（株
リ

↑
３
河
井
葬
祭
社
１

●

「番
期
暴
立
　
　
　
　
　
一

一　
　
二
本
松
高
等
学
校

　

一

一　
　
教
育
後
援
基
金
」

一

一　
　
　
　
　
　
　
発
足
〓
一

こ
の
た
び
、
「香
川
県
立
三
本
松

高
等
学
校
教
育
後
援
基
金
」
を

三
本
松
高
校
内
に
設
立
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
基
金
は
、香
川
県
立
三
本
松

高
等
学
校
の
教
育
の
充
実
と
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、次

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

０
教
育
活
動
全
般
の
充
実
に
関

す
る
事
業

②
学
校
施
設
・設
備
の
充
実
に
関

す
る
事
業

０
そ
の
他
必
要
な
事
業

組
織
と
し
て
は
、
こ
の
基
金
の
目

的
及
び
事
業
に
賛
同
す
る
も
の
を

も
っ
て
構
成
し
、資
金
は
、
一
般
の
寄

付
金
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

役
員代

　
表

副
代
表

理
　
事

監
　
査

名
渕
　
董
（

泉
谷
俊
郎

原
　
　
彪

橋
本
真
澄

林
　
周
二

会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、地
域

の
方
々
の
ご
協
力
を
節
に
お
願
い
し

ま
す
．

令和3年度 本校の活動メンバー

③大中三高会報 202]101
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碕立百二十爾年炒念式%のお鰺楼悲
開催日 令和3年 11月 6日 (土曜日)

昨年度、創立百二十周年記念行事を計画し、1年間延期して

今年11月 6日 に式典等を予定しておりました。

誠に残念ではございますが、現在の社会状況から学校での

行事に会員の方をはじめ学校外の方にお越い たヽだくことができ

ません。記念式典および講演会は、校内のみでの開催とさせて

いただきます。また、大中三高会総会および祝賀会は、延期とさせ

ていただきます。会員の皆様には、2年間にわたり、開催をお待ち

いただき、誠に心苦い 限ヽりではございますが、ご理解いただき、

また、皆様でお会いできる日わい待ちにしております。

コンビニで

振り込む

粽記念式典および講演 会
校湾のみで開催

会場 三本松高校 第一体育館

日本呈 12:30-13:00

創立百二 |^周年記念式典

13:00～ 14:30 記念講i寅会

講演者 :鎌田 賓氏

(諏訪中央病院名誉院長)

●大中三高会総会および祝賀会
亀 三

創立百二十周年記念誌
「FROM TORAMARU」 の販売について

内容 A4版  116頁 (2010年 ～2020年の歩みを収録)

価格 1冊 2,000円 (送料込み)

※中し込みは、下記の大中三高会事務局にご連絡ください
.

ま妻i桑‐暴華二f=■≧曇・

◇会費納入について<年会費2,000円 >
今年度より、コンビニでの振り込みが可能となりました。次のいずれかの方法で、会費の納入をお願いします。

令和3年 12月 31日 までにお振  令和4年3月 31日までにお振込み  三本松高校事務室で直接納入

込みください。その後は、郵便局  ください。なお、1月 17日より納入  ください。

でのお振り込みとなります。    者にも手数料が必要となります。  (平 日8:30～ 17:00)

※本部役員の皆様には、従来どおり郵便局のみでの振り込み用紙を同封させていただきます。

お近くの郵便局にて、年会費5,000円 をお振り込みください。

◆会報の送付について
現在、全会員に会報を送付していますが、多額な経費がかかり、会の運営上大きな支障となっています。

そこで、次年度より、会報は会費納入者の方に納入後2年間および卒業後6年間 (全員 )に発送させて

いただきます。今後とも皆様から納付された会費は有効に活用させていただきますので、会費

納入にご協力をお願いにヽたします。

なお、同窓会活動につきましては、三本松高校HPに掲載していますのでご覧ください

◆ 住 所 等 変 更 につ い て イ主所等の変更は、下言己事務局までご連絡ください。
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